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﹃
主
体
的
に
生
き
て
い
こ
う
﹄

道
東
地
区
教
会
連
合
会
長
　
江
郷
繁
樹

　
二
十
一
世
紀
早
々
に
、
金
光
教
か

ら
社
会
に
向
け
て
『
金
光
教
宣
言
』

が
発
せ
ら
れ
、
六
月
十
日
に
は
、
金

光
数
信
奉
者
と
し
て
取
り
組
む
ペ
き

『
あ
い
よ
か
け
よ
の
生
活
運
動
』
が

始
ま
っ
た
。

　
金
光
教
の
信
奉
者
は
真
面
目
な
人

が
多
い
か
ら
、
「
宣
言
の
理
念
は
、

運
動
の
理
念
は
」
と
求
め
る
こ
と
が

多
い
が
（
勿
論
、
そ
の
理
念
を
求
め

る
こ
と
は
大
切
な
こ
と
だ
が
）
、
日

頃
、
金
光
教
の
信
心
を
実
践
さ
れ
て

い
る
信
奉
者
と
し
て
、
そ
の
延
長
線

上
に
考
え
て
み
て
は
如
何
だ
ろ
う
。

　
例
え
ば
、
今
世
界
の
話
題
は
米
国

で
お
き
た
同
時
多
発
テ
ロ
か
ら
、
そ

の
報
復
を
ど
う
す
る
か
だ
。
日
本

は
、
自
衛
隊
派
遣
と
後
方
支
援
に
つ

い
て
だ
ろ
う
。
こ
の
テ
ロ
の
前
は
、

親
の
幼
児
虐
待
、
幼
児
殺
し
で
あ
っ

た
。
そ
う
い
う
ニ
ュ
ー
ス
を
毎
日
・

毎
日
見
せ
ら
れ
て
い
る
と
、
見
て
い

る
こ
ち
ら
の
心
ま
で
だ
ん
だ
ん
に
暗

く
な
っ
て
い
く
。
こ
の
世
に
生
き
る

こ
と
が
、
辛
く
息
苦
し
く
さ
え
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。

　
現
代
人
の
心
は
、
洋
の
東
西
、
先

進
国
・
開
発
途
上
国
を
問
わ
ず
、
ど

こ
か
に
追
い
つ
め
ら
れ
、
余
裕
が
な

く
、
苦
悩
に
満
ち
て
い
ま
す
。

　
こ
ん
な
苦
悩
に
満
ち
た
時
代
に

あ
っ
て
、
私
た
ち
は
、
ど
う
、
人
間

の
心
を
取
り
戻
し
た
ら
い
い
の
か
。

「
長
者
の
万
灯
よ
り
貧
者
の
一
灯
」

と
か
、
「
一
隅
を
照
ら
す
」
と
い
う

言
葉
が
あ
り
ま
す
が
、
一
人
ひ
と
り

の
心
に
響
く
言
葉
で
す
。
安
ら
か
な

潤
い
を
覚
え
ま
す
。

　
そ
し
て
、
金
光
数
信
奉
者
は
「
人

間
は
天
地
の
働
き
の
中
に
生
命
を
頂

き
、
神
の
子
と
し
て
大
切
に
思
わ
れ

て
い
る
」
と
教
え
ら
れ
な
が
ら
、
神

（
天
地
金
乃
神
　
生
神
金
光
大
神
）

様
に
心
を
向
け
る
と
き
、
「
助
か
っ

て
く
れ
い
」
と
神
様
に
叫
ば
れ
て
い

る
声
が
聞
こ
え
そ
う
で
す
。

　
金
光
教
祖
様
は
、
「
『
日
に
日
に

悪
い
心
を
持
つ
な
よ
。
人
に
悪
い
こ

と
を
い
わ
れ
て
も
、
根
に
持
っ
て
は

い
け
な
い
』
と
言
い
ぬ
い
て
お
ら
れ

た
。
『
そ
れ
で
も
、
向
こ
う
が
悪
い

心
を
持
っ
て
く
れ
ば
悪
い
心
に
な
り

ま
す
』
と
申
し
た
ら
、
『
そ
れ
で

も
、
悪
い
心
を
持
っ
て
は
い
け
な

い
。
良
い
心
を
持
っ
て
い
る
よ
う
に

せ
よ
』
」
と
、
大
西
秀
と
い
う
方
に

語
ら
れ
て
い
る
。

　
日
々
、
神
様
に
心
を
向
け
な
が

ら
、
心
を
癒
し
て
頂
き
、
そ
の
癒
さ

れ
た
心
で
人
に
接
し
て
い
き
、
「
一

隅
に
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
暖
か
さ
を
生

み
出
し
て
い
く
」
こ
れ
が
金
光
数
信

奉
者
の
使
命
で
は
な
い
か
。

　
神
様
か
ら
、
「
人
が
人
を
助
け
る

の
が
人
間
で
あ
る
」
と
教
え
ら
れ
、

自
分
の
生
き
方
が
「
人
が
助
か
る
生

き
方
に
な
る
よ
う
に
」
と
、
そ
う
願

わ
れ
て
い
る
の
だ
か
ら
。



金光教道東地区連合会・会報　6号　発行 2001年 11月 -２ -

帯
広
教
会

帯
広
市
東
四
条
南
八
丁
目
四
番
地

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
〇
一
五
五
―
二
三
―
六
八
三
五

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
一
五
五
―
二
三
―
六
八
三
五

釧
路
市
宮
本
一
丁
目
五
番
二
二
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
〇
一
五
四
―
四
一
―
一
三
五
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
一
五
四
―
四
一
―
一
三
六
一

釧
路
教
会

網
走
市
北
四
条
西
一
丁
目
六
番
地

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
〇
一
五
二
―
四
三
―
三
九
五
四

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
一
五
二
―
四
三
―
三
九
五
四

網
走
教
会

　
十
月
に
入
り
ま
す
と
、
本
部
で
は

生
神
金
光
大
神
大
祭
が
執
り
行
わ

れ
、
そ
れ
に
続
い
て
各
教
会
も
執
り

行
わ
れ
い
て
い
き
ま
す
。
帯
広
教
会

は
今
年
少
し
遅
い
の
で
す
が
、
十
一

月
十
一
日
（
日
）
午
前
十
一
時
三
十

分
よ
り
行
い
ま
す
。
ご
都
合
お
繰
り

合
わ
せ
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
今
年
は
雨
が
多
く
、
信
徒
会
主
催

の
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
も
あ
い
に
く

の
雨
に
な
り
中
止
、
ま
た
、
道
東
地

区
教
会
連
合
会
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会

も
こ
れ
も
ま
た
雨
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
中
途
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、
教
会
賞
や
個
人
賞
も
そ
れ
ぞ
れ

分
け
合
っ
て
決
ま
り
、
ま
た
、
焼
き

肉
パ
ー
テ
ィ
ー
で
は
、
本
来
の
目
的

で
も
あ
る
親
睦
と
交
流
が
更
に
深
ま

り
、
有
り
難
い
こ
と
で
あ
り
ま
し

た
。
来
年
は
練
習
を
重
ね
、
是
非
教

会
賞
を
獲
得
し
た
い
も
の
で
す
。
ま

た
、
信
徒
の
中
に
は
最
終
に
な
り
ま

し
た
が
教
会
の
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会

を
行
い
た
い
と
の
声
も
あ
り
ま
し

た
。
あ
と
、
以
前
に
行
っ
て
い
ま
し

た
廃
油
に
よ
る
石
け
ん
作
り
も
再
開

し
た
い
と
の
要
望
も
あ
り
ま
す
。

　
来
年
は
布
教
八
十
年
を
迎
え
ま

す
。
信
奉
者
一
同
新
た
な
気
持
ち
で

信
心
を
深
め
、
信
徒
会
活
動
に
も
力

を
注
い
で
い
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま

す
。

　
二
十
一
世
紀
の
初
頭
に
『
金
光
教

宣
言
』
が
社
会
に
向
け
て
、
六
月
十

日
に
『
あ
い
よ
か
け
よ
の
生
活
運

動
』
が
信
奉
者
に
向
け
て
、
金
光
教

本
部
か
ら
発
せ
ら
れ
た
。
こ
れ
を
受

け
て
、
釧
路
教
会
で
は
、
と
り
あ
え

ず
、
各
家
庭
の
ご
神
前
の
前
に
「
宣

告
と
願
い
」
を
貼
る
よ
う
に
し
ま
し

た
。
『
あ
い
よ
か
け
よ
の
生
活
運

動
』
に
関
し
て
は
六
月
三
十
日
の
上

半
期
感
謝
祭
の
後
、
三
十
人
ぐ
ら
い

の
参
拝
者
で
し
た
が
、
本
部
か
ら
の

パ
ン
フ
を
渡
し
、
そ
の
願
い
を
話
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。
今
後
、
教
会
と

し
て
ど
う
取
り
組
ん
で
い
く
か
が
課

題
で
す
。
か
つ
て
、
「
道
連
に
出
席

し
て
も
、
教
会
に
帰
っ
て
そ
の
議
題

を
報
告
す
る
場
が
な
い
」
と
い
う
問

題
が
提
起
さ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
釧
路
教
会
も
そ
れ
に
近
い
状
況

に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、
皆
様
の

教
会
で
ど
う
取
り
組
ん
で
い
る
の
か

教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
▽
七
月
二
十
八
日
〜
二
十
九
日
の

親
子
キ
ャ
ン
プ
は
、
十
五
人
の
参
加

を
得
て
予
定
通
り
楽
し
く
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。

　
▽
八
月
二
十
六
日
の
布
教
九
十
三

年
記
念
祭
は
、
祭
典
と
屋
外
直
会
を

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
布
教
九
十
一

年
祭
か
ら
百
年
祭
ま
で
講
演
会
を
と

願
っ
て
い
ま
し
た
が
、
最
近
の
宗
教

事
情
の
ア
レ
ル
ギ
ー
で
、
特
定
の
宗

教
の
話
を
聞
い
て
洗
脳
さ
れ
た
く
な

い
、
と
の
風
評
を
聞
き
、
参
加
者
が

目
に
見
え
て
減
少
し
た
た
め
、
講
演

会
を
取
り
や
め
ま
し
た
。
今
ま
で
喜

ん
で
屋
外
直
会
に
参
加
し
て
下
さ
っ

て
い
た
方
ま
で
不
参
す
る
方
が
続
出

し
た
た
め
で
す
。
教
会
布
教
も
な
か

　
十
月
、
御
大
祭
シ
ー
ズ
ン
到
来
と

共
に
、
白
銀
の
足
音
が
も
う
す
ぐ
そ

こ
に
聞
こ
え
て
く
る
季
節
と
な
り
ま

し
た
。

　
今
年
は
、
九
月
二
日
に
地
区
連
教

会
対
抗
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
が
開
催

さ
れ
、
網
走
組
は
前
日
よ
り
十
勝
入

り
を
し
温
泉
宿
に
一
泊
し
、
楽
し
い

ひ
と
と
き
を
過
ご
す
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
雨
で
中
断
し
た
の
が
、

ち
ょ
っ
と
残
念
で
し
た
が
、
来
年
が

な
か
難
し
い
で
す
。

＊
今
後
の
予
定
は
、
▽
十
月
二
十
一

日
・
生
神
金
光
大
神
大
祭
▽
十
一
月

十
日
・
歴
代
教
会
長
例
年
祭
▽
十
二

月
三
十
一
日
・
越
年
祭
。
▽
平
成
十

四
年
一
月
一
日
・
元
日
祭
▽
平
成
十

四
年
度
も
、
原
則
と
し
て
十
日
、
二

十
一
日
に
は
月
例
祭
を
、
二
十
一
日

は
合
わ
せ
て
月
例
霊
祭
を
奉
仕
し
ま

す
。
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池
田
町
旭
町
一
丁
目
九
番
地
二
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
〇
一
五
五
七
―
二
―
二
三
二
二

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
一
五
五
七
―
二
―
四
二
一
三

十
勝
教
会

滝
上
教
会

紋
別
郡
滝
上
町
元
町
士
別
通
り

　
今
年
の
天
地
金
乃
神
大
祭
は
、
五

月
二
十
六
日
、
い
つ
も
よ
り
三
十
分

ま
た
楽
し
み
で
す
。

　
信
徒
会
活
動
と
し
て
は
、
七
月
七

日
、
「
廃
油
石
鹸
造
り
」
が
あ
り
、

去
年
の
二
倍
の
量
を
作
り
ま
し
た
の

で
、
ま
だ
た
く
さ
ん
在
庫
が
あ
り
ま

す
。
１
個
５
０
円
で
す
の
で
御
大
祭

の
折
り
に
は
是
非
お
買
い
求
め
下
さ

い
。

　
八
月
十
二
日
、
「
第
二
回
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
＆
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
大

会
」
を
盛
況
の
内
に
終
え
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
三
回
四
回
と
続
く
こ

と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
が
、
今
後
マ

ン
ネ
リ
化
を
解
消
す
る
工
夫
が
課
題

と
な
り
ま
す
。

　
六
月
二
十
四
日
、
婦
人
部
に
よ
る

「
お
味
噌
造
り
」
が
あ
り
ま
し
た
。

和
気
藹
々
と
し
た
雰
囲
気
の
中
お
い

し
い
お
味
噌
が
出
来
ま
し
た
。

ぐ
ら
い
早
く
九
時
三
十
分
か
ら
滝
上

霊
園
の
墓
参
、
十
時
三
十
分
か
ら
天

地
金
乃
神
大
祭
と
春
季
霊
祭
が
教
会

の
広
前
で
奉
仕
さ
れ
ま
し
た
。
時
間

が
早
く
な
っ
た
理
由
は
、
サ
ン
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
か
ら
金
光
教
サ
ン
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
教
会
教
師
ジ
ョ
ア
ン
・
ト
ロ

サ
・
グ
レ
ン
ジ
師
が
参
拝
し
た
た
め

で
す
。
　
ジ
ョ
ア
ン
師
は
、
本
部
で

の
海
外
布
教
に
関
す
る
会
議
に
出
席

さ
れ
る
前
、
道
東
を
視
察
さ
れ
、
金

光
団
体
の
滝
上
開
拓
の
歴
史
を
知
っ

て
、
先
人
の
開
拓
の
労
を
ね
ぎ
ら
っ

て
い
ま
し
た
。
ご
大
祭
の
後
の
、
直

会
の
始
め
の
食
事
訓
は
、
ジ
ョ
ア
ン

に
英
語
で
し
て
も
ら
い
、
続
い
て
み

ん
な
で
日
本
語
で
唱
和
し
て
、
直
会

に
入
り
ま
し
た
。
江
郷
先
生
は
、

ジ
ョ
ア
ン
師
の
案
内
が
あ
っ
た
た

め
、
釧
路
か
ら
誰
も
参
拝
さ
れ
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
帯
広
か
ら
林
さ
ん
ご

夫
妻
が
参
拝
さ
れ
、
す
ぐ
に
み
な
さ

ん
と
談
笑
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

＊
今
後
の
予
定
は
、
▽
十
月
二
十
七

日
・
生
神
金
光
大
神
大
祭
・
秋
季
霊

祭
で
す
。

　
早
い
も
の
で
、
今
年
も
残
す
と
こ

ろ
後
わ
ず
か
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。

　
春
の
ご
大
祭
が
お
わ
っ
て
か
ら
の

大
き
な
出
来
事
を
振
り
返
っ
て
見
る

と
、
七
月
十
五
日
の
社
会
奉
仕
の
日

に
行
っ
た
、
清
見
ヶ
丘
公
園
・
農
村

公
園
の
清
掃
、
終
了
後
の
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
大
会
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
と
い
う

行
事
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
九

月
の
交
流
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
で

す
。
地
の
利
と
変
則
ル
ー
ル
と
で
何

と
か
僅
差
で
優
勝
さ
せ
て
も
ら
え
ま

し
た
が
、
老
若
男
女
み
ん
な
あ
の
雨

の
中
で
誰
も
体
調
を
崩
す
こ
と
な

く
、
楽
し
め
た
の
が
何
よ
り
で
し

た
。

　
生
神
金
光
大
神
大
祭
は
十
一
月
十

八
日
の
午
前
十
一
時
か
ら
執
行
さ
れ

ま
す
。
雪
を
気
に
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
時
期
で
す
が
、
今
年
も
万
事
に

お
繰
り
合
わ
せ
を
い
た
だ
い
て
、

共
々
に
お
か
げ
を
蒙
ら
せ
て
い
た
だ

次
ペ
ー
ジ
へ

共
々
に
お
か
げ
を
蒙
ら
せ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

北
見
市
寿
町
三
丁
目
五
番
一
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
〇
一
五
七
―
二
四
―
七
四
七
四

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
一
五
七
―
二
四
―
七
四
七
四

北
見
教
会

　
盛
夏
を
感
じ
な
い
今
年
で
し

た
が
、
雪
が
平
年
よ
り
早
い
の

で
は
な
い
か
と
思
う
今
日
こ
の

頃
で
す
ね
。
信
徒
会
行
事
も
毎

年
同
じ
よ
う
な
も
の
に
な
り
ま

す
が
、
北
見
教
会
も
だ
ん
だ
ん

高
齢
者
が
多
く
な
り
、
日
々
の

生
活
と
行
事
へ
の
参
加
が
楽
し

く
思
え
る
よ
う
に
と
、
先
生
と

共
々
に
考
え
て
お
り
ま
す
。

経
　
過

▼
二
月
・
月
例
祭
後
さ
さ
や
か

に
教
会
長
誕
生
会
▼
三
月
二
十

一
日
・
春
季
霊
祭
に
併
せ
て
初

代
教
会
長
岡
本
藤
五
郎
先
生
六

十
年
祭

▼
五
月
三
日
・
北
見
教
会
天
地
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道
東
地
区
教
会
連
合
会
事
務
所
　
〒
〇
八
五
―
〇
八
三
三
　
釧
路
市
宮
本
一
丁
目
五
番
二
二
　
金
光
教
釧
路
教
会

道
東
地
区
教
会
連
合
会
経
過
と
予
定

【
第
一
回
教
会
交
流
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

大
会
】
道
東
地
区
教
会
連
合
会
で

は
、
教
会
間
信
奉
者
の
交
流
親
睦
を

深
め
る
た
め
、
今
年
度
か
ら
教
会
交

流
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
▽
日
時
　
九

月
二
日
午
前
十
時
集
合
。
▽
場
所
　

池
田
町
清
見
ヶ
丘
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

場
。
▽
参
加
人
数
　
釧
路
教
会
・
六

名
、
北
見
教
会
・
八
名
、
十
勝
教

会
・
十
三
名
、
帯
広
教
会
・
十
一

名
、
網
走
教
会
・
六
名
。
▽
結
果

（
平
均
ス
コ
ア
）
　
優
勝
・
十
勝
教

会(

十
八)

、
帯
広
教
会
（
十
七
）
、

釧
路
教
会
（
二
十
二
）
、
北
見
教
会

（
二
十
二
）
、
網
走
教
会
（
二
十

二
）
。
個
人
の
部
　
優
勝
・
三
浦
弘

（
十
勝
）
、
二
位
（
同
点
）
・
今
森

勉
（
帯
広
）
・
鈴
木
利
延
（
十

勝
）
、
ブ
ー
ビ
ー
賞
・
横
畑
安
男

（
北
見
）
。
▽
ゲ
ー
ム
開
始
直
後
雨

が
強
く
な
り
、
五
ホ
ー
ル
で
打
切
り

と
な
っ
た
が
、
プ
レ
ー
後
、
焼
肉
を

囲
み
、
交
流
を
深
め
、
後
片
付
け
を

当
番
教
会
に
お
願
い
し
て
帰
途

に
つ
い
た
。

【
今
後
の
予
定
】
▼
役
員
会
　

▽
日
時
十
一
月
二
十
三
日
（
勤

労
感
謝
の
日
・
金
）
。
▽
場
所

　
帯
教
会
。
▽
今
年
度
活
動
の

反
省
。
▽
次
年
度
の
総
会
、
研

修
会
、
活
動
な
ど
を
決
め
る
。

▽
教
会
連
合
会
長
の
選
挙
等
。

【
生
神
金
光
大
神
大
祭
日
程
】

▼
釧
路
教
会
・
　
十
月
二
一
日

▼
滝
上
教
会
・
　
十
月
二
七
日

▼
網
走
教
会
・
　
十
月
二
八
日

▼
北
見
教
会
・
十
一
月
　
三
日

▼
帯
広
教
会
・
十
一
月
十
一
日

▼
十
勝
教
会
・
十
一
月
十
八
日

十
勝
教
会
は
午
前
十
一
時
、
そ

の
他
教
会
は
十
一
時
三
十
分
か

ら
祭
典
執
行
。

金
乃
神
大
祭
▼
七
月
・
教
会
フ
ェ
ン

ス
の
一
部
と
教
旗
掲
揚
塔
の
改
修
。

雨
の
中
、
重
機
と
信
奉
者
の
ご
用
を

い
た
だ
く
。
▼
八
月
・
月
例
祭
後
教

会
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
。
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
と
焼
肉
パ
ー
テ
ィ
ー
。
▼
九
月

二
日
　
道
東
地
区
教
会
連
合
会
交
流

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
参
加
（
八
名
）

▼
九
月
十
三
日
　
函
館
教
会
布
教
百

十
年
祭
参
拝
（
三
名
）

今
後
の
予
定

十
一
月
三
日
・
北
見
教
会
生
神
金
光

大
神
大
祭
（
十
一
時
三
十
分
）

▼
十
二
月
三
十
一
日
・
越
年
感
謝
祭

（
二
十
三
時
時
）
▼
平
成
十
四
年
一

月
一
日
　
元
旦
祭
（
０
時
）

平
成
十
四
年
度
も
毎
月
五
日
（
誕
生

祭
）
、
十
五
日
（
共
例
会
）
、
第
四

日
曜
日
（
霊
祭
）
に
月
例
祭
が
奉
仕

さ
れ
ま
す
。

★
八
月
に
、
信
徒
総
代
の
佐
藤
傳
様

が
帰
幽
さ
れ
ま
し
た
。
「
安
国
の
金

光
様
」
と
慕
わ
れ
た
母
の
佐
藤
安
代

様
か
ら
二
代
に
渡
っ
た
信
心
の
お
手

本
と
財
産
を
失
っ
た
よ
う
な
気
が
い

た
し
ま
す
。

　
金
光
教
宣
言

大
い
な
る
天
地
に
生
か
さ
れ
る
人
間
と
し
て

す
べ
て
の
い
の
ち
を
認
め
、
尊
び

神
と
人
、
人
と
人
、
人
と
万
物
が

あ
い
よ
か
け
よ
で
共
に
生
き
る
世
界
を
実
現
す
る

あ
い
よ
か
け
よ
の
生
活
運
動

　
願
　
い

わ
が
心
の
神
に
め
ざ
め

祈
り
、
対
話
、
行
動
を
も
っ
て

神
を
現
す
生
活
を
す
す
め

共
に
助
か
る
世
界
を
生
み
だ
そ
う


